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揖
保
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市
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姫路市

家
島
町

31212

神
姫
バ
ス
上
余
部
北
口
下
車

起
点
・
神
姫
バ
ス
上
余
部
北
口
停
留
所
↓(

八
八
〇
ｍ)

↓
①
円
通
寺
↓(

一
三

〇
ｍ)

↓
②
荒
神
社(

八
八
〇
ｍ)

↓
　
揖
保
石
見
神
社/

↓(

六
八
〇
ｍ)

↓
③

三
神
社
御
旅
所
↓(

八
〇
ｍ)

↓
④
徳
源
寺
↓(

五
〇
ｍ)

↓
⑤
教
蓮
寺
↓(

一
三

〇
ｍ)

↓
⑥
岩
村
家
住
宅
跡
↓(

一
二
〇
ｍ)

↓
⑦
三
神
社
↓(

八
〇
〇
ｍ)

↓
⑧

旧
勝
千
本
松
跡
↓(

五
八
〇
ｍ)

↓
⑨
白
川
大
明
神
↓(

二
〇
ｍ)

↓
⑩
旧
八
木

家
住
宅
↓(

六
〇
ｍ)

↓
⑪
徳
栄
寺
↓(

一
七
〇
ｍ)

↓
⑫
二
神
社
↓(

三
〇
〇
ｍ)

↓
⑬
八
枚
橋
跡
↓(

一
五
〇
ｍ)

↓
終
点
・
神
姫
バ
ス
下
余
部
停
留
所

 ﹁
揖
保
川
中
洲
下
余
部
村
畑
絵
図
﹂(

市
史
編
集
室
蔵
﹁
八
木
則
彦
氏
文
書
﹂)

、

江
戸
時
代
後
半
の
揖
保
川
中
洲
の
開
発
状
況
を
示
す
と
と
も
に
室
街
道(

室
津
道)

の
道
筋
と
渡
し
場
が
示
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

交

通

案

内

コ
ー
ス
案
内

表

紙

説

明
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０

　
当
地
区
は
奈
良
時
代
﹁
播
磨
国
風
土
記
﹂
揖
保
郡
の
石
海
里
、
平
安
時
代
﹁
倭
名
類
聚
抄
﹂
の
揖
保
郡

余
戸
郷(
あ
ま
り
べ
ご
う)

、
鎌
倉
時
代
の
揖
西
郡
余
戸
郷(

あ
ま
る
べ
ご
う)

と
推
定
さ
れ
る
。
平
安
時

代
末
期
に
美
福
門
院(

鳥
羽
院
皇
后)

の
父
藤
原
長
実
が
余
戸
郷
内
に
藤
三
位
庄
を
立
庄
、
美
福
門
院
御

願
寺
弘
誓
院
領
と
な
り
南
北
朝
時
代
に
弘
誓
院
を
兼
帯
し
た
随
心
院
門
跡
領
、
室
町
時
代
は
赤
松
一
族
の

代
官
請
負
。
文
禄
３
年(

一
五
九
四)

ま
で
に
上
川
原
村
、
上
余
部(

か
み
あ
ま
る
べ)

村
、
下
余
部(

し

も
あ
ま
る
べ)

村
が
成
立
、
江
戸
時
代
、
石
見
庄
を
冠
す
る
上
川
原
村
は
池
田
家
時
代
の
後
、
元
和
三
年

(

一
六
一
七)

か
ら
龍
野
藩
領
・
幕
府
領
の
変
遷
激
し
く
明
暦
四
年(

一
六
五
八)

以
後
維
新
ま
で
丸
亀
藩

領
。
余
部
庄
を
冠
す
る
上
・
下
余
部
村
も
龍
野
藩
領
・
幕
府
領
の
変
遷
激
し
く
寛
文
十
二
年(

一
六
七
二)

以
後
維
新
ま
で
龍
野
藩
領
。
明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)

三
ケ
村
は
実
法
寺
・
町
田
・
飾
西
・
川
西
新
・

青
山
・
打
越
村
と
合
併
し
余
部
村(
あ
ま
る
べ
む
ら)

、
昭
和
二
十
一
年
合
併
で
三
ケ
村
は
姫
路
市
余
部
区

上
川
原
・
上
余
部
・
下
余
部
、
﹁
あ
ま
る
べ
﹂
を
﹁
よ
べ
﹂
と
称
し
た
と
み
ら
れ
る
。
十
六
世
紀
頃
ま
で

の
揖
保
川
旧
流
路
は
上
川
原
の
北
を
東
流
、
上
余
部
の
東
か
ら
下
余
部
八
木
家
の
北
か
ら
南
東
流
、
津
市

場
・
宮
内
間
を
東
流
し
大
江
島
・
吉
美
間
を
南
流
し
て
海
に
至
る
と
推
定
。

文
化
財
を
た
ず
ね
て

 

余
部
地
区
め
ぐ
り

　

揖
保
石
見
神
社

　
た
つ
の
市
御
津
町
中
島
、
神
社

調
書
に
江
戸
時
代
は
豊
島
八
幡
社
、

貞
観
年
中(

八
五
九
〜
八
七
七)

創
建
、
旧
岩
見
庄(

中
島
・
下
・

上
川
原
・
碇
岩
・
山
田
・
加
家
・

片
・
稲
富
・
伊
津
、
九
ケ
村)

の

総
鎮
守
、
十
九
世
紀
前
半
ま
で
に

中
島
・
下
・
上
川
原
の
三
ケ
村
の

総
鎮
守
、
旧
郷
社
格
。

①
円
通
寺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
揖
保
川

西
岸
の
権
現
山
に
あ
っ
た
天
台
寺

院
を
文
亀
三
年(

一
五
〇
三)

正

顕
が
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
中
島
に

道
場
開
設
、
元
禄
十
一
年(

一
六

九
八)

木
仏
寺
号
、
寛
延
元
年(

一

七
四
八)

現
在
地
に
移
転
、
安
永

三
年(

一
七
七
四)

本
堂
再
建
、

同
七
年
鐘
楼
・
山
門
建
立
、
天
保

九
年(

一
八
三
八)

手
洗
石
、
享

保
九
年(

一
七
二
四)

銅
鐘
。
　

②
荒
神
社

　﹁
余
部
村
郷
土
誌
﹂
に
七
月
十
四
・

五
日
に
皇
神
祭
、
子
供
相
撲
を
記

す
、
力
石
二
、
五
輪
塔
残
欠
四
。

　
③
三
神
社
御
旅
所

　
西
の
口
の
御
旅
所
と
い
う
。

④
徳
源
寺

　
真
宗
大
谷
派
、
奈
良
時
代
に
徳

道
上
人
創
建
と
伝
え
真
言
宗
、
十

五
世
紀
後
半
に
源
明
が
浄
土
真
宗

に
改
宗
し
徳
道
寺
か
ら
徳
源
寺
に

改
称
と
い
う
、
慶
長
十
九
年(

一

六
一
四)

姫
路
藩
主
池
田
輝
政
の

西
本
願
寺
帰
属
命
令
に
抗
し
三
年

余
無
住
寺
院
、
本
多
家
入
封
に
よ

り
再
興
、
天
保
十
年(

一
八
三
九)

本
堂
改
築
、
正
面
に
三
折
玉
木
目

唐
戸
、
山
門
は
龍
野
城
か
ら
移
築

と
い
わ
れ
平
成
二
十
六
年
修
復
。

⑤
教
蓮
寺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
永
正
二

年(

一
五
〇
五)

一
宇
建
立
を
創

始
と
し
、
寛
文
二
年(

一
六
六
二)

円
清
が
本
寺
一
世
に
就
任
、
正
徳

四
年(

一
七
一
四)

木
仏
寺
号
、

宝
暦
四
年(

一
七
五
四)

本
堂
焼
失
、

同
七
年
再
建
、
現
本
堂
は
明
治
三

十
一
年(

一
八
九
八)

再
建
。

⑥
岩
村
家
住
宅
跡

　
上
余
部
村
庄
屋
岩
村
家
住
宅
は

平
成
三
年
に
解
体
、
林
田
町
の
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
敷
地
に
移
築
。

⑦
三
神
社

　
上
余
部
の
鎮
守
、
寛
徳
元
年(

一

〇
四
四)

創
建
、
延
元
元
年(

一

三
三
六)

焼
失
、
観
応
年
間(

一

三
五
〇
〜
五
二)

に
諏
訪
大
明
神

を
勧
請
と
い
う
、
宝
暦
七
年(

一

七
五
七)

再
建
、
明
治
に
至
り
三

神
社
と
改
称
、
旧
村
社
格
、
境
内

に
山
王
社
・
荒
神
社
・
金
毘
羅
宮
・

稲
荷
神
社
を
祀
る
、
石
造
品
は
安

永
四
年(

一
七
七
五)

・
天
保
二(

一

八
三
一)

・
天
保
十
五(

一
八
四
四)

・

嘉
永
四(

一
八
五
一)

石
燈
籠
、

慶
応
三(

一
八
六
七)

狛
犬
、
嘉

永
七(

一
八
五
四)

百
度
石
、
珍

し
い
千
度
石
。

⑧
旧
勝
千
本
松
跡

　
上
余
部
村
庄
屋
岩
村
源
兵
衛
が

揖
保
川
堤
の
補
強
の
た
め
九
百
八

十
本
の
松
並
木
を
造
成
し
水
害
防

止
に
功
あ
り
、
昭
和
十
三
年
消
滅
。

⑨
白
川
大
明
神

　
旧
八
木
家
住
宅
西
南
隅
に
祀
る
。

⑩
旧
八
木
家
住
宅

　
八
木
家
は
丸
亀
藩
領
揖
東
組
大

庄
屋
、
現
徳
栄
寺
こ
ど
も
園
、
敷

地
北
側
に
は
か
つ
て
八
木
家
船
着

場
が
あ
り
上
余
部
新
橋
付
近
か
ら

八
木
家
北
側
・
津
市
場
・
垣
内
・

大
江
島
を
抜
け
海
に
通
じ
る
蟠
洞

川
が
流
れ
て
い
た
と
い
い
舟
運
に

利
用
。

⑪
徳
栄
寺

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
寛
永
三

年(

一
六
二
六)

玄
益
開
基
、
元

禄
十
一
年(

一
六
九
八)

木
仏
寺
号
、

黒
田
官
兵
衛
末
弟
の
僧
光
心
が
開

創
し
た
と
も
伝
わ
る
。
寛
永
六
年

(

一
六
二
九)

本
堂
建
立
、
天
明

四
年(

一
七
八
四)

再
建
、
明
治

に
修
繕
、
襖
絵
・
内
陣
天
井
画
は

琳
派
絵
師
の
作
と
い
う
。

⑫
二
神
社

　
下
余
部
の
鎮
守
、
観
応
年
間

(

一
三
五
〇
〜
五
二)

に
諏
訪
大

明
神
を
勧
請
と
伝
え
、
江
戸
時

代
は
諏
訪
明
神
・
砂
見
祠
二
社
相

殿(

西
讃
府
志)

、
宝
暦
三
年(

一

七
五
三)

再
建
、
明
治
に
至
り
二

神
社
と
改
称
、
旧
村
社
格
、
境
内

に
大
将
軍
神
社
・
太
古
宮
、
石
造

品
は
力
石
二
、
天
保
十
四
年(

一

八
四
三)

手
洗
石
、
安
永
五
年(

一

七
七
六)

石
籠
、
文
政
七
年(

一

八
二
四)

狛
犬
。

⑬
八
枚
橋
跡

　
か
つ
て
田
の
中
の
小
川
に
八
枚

の
石
で
架
橋
し
た
八
枚
橋
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
下
。

⑭
⑮
室
街
道

　
魚
吹
八
幡
神
社
御
旅
所
の
西
で

分
岐
、
⑭
は
二
神
社
前
を
西
進
、

⑮
は
津
市
場
西
公
園
か
ら
南
下
す

る
と
み
ら
れ
﹁
揖
保
川
中
洲
下
余

部
村
畑
絵
図
﹂
は
⑭
に
﹁
中
古
よ

り
只
今
室
道
﹂
と
注
記
、
八
十
の

渡
し
場
で
合
流

⑯
渡
守
屋
敷
跡

　﹁
絵
図
﹂
に
﹁
渉
守
屋
敷
﹂

⑰
八
十(

や
そ)

の
渡
し

　
渡
守
の
八
十
氏
に
ち
な
む
と
い

い
﹁
絵
図
﹂
に
﹁
東
川
﹂
﹁
古
渉

場
﹂、
⑱
は
﹁
絵
図
﹂
に
﹁
西
川
﹂

﹁
以
前
仮
橋
﹂、

０



三神社三神社
御旅所御旅所
三神社
御旅所

三神社三神社三神社

徳源寺徳源寺徳源寺

教蓮寺教蓮寺教蓮寺

岩村家住宅跡岩村家住宅跡岩村家住宅跡

神姫バス神姫バス
上余部北口上余部北口
神姫バス
上余部北口

上余部上余部
交差点交差点
上余部
交差点

③ ④

⑤

⑥

⑦

円通寺円通寺円通寺

荒神社荒神社荒神社

①

②

⑧

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
● ●

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

蟠洞川蟠洞川

蟠洞川蟠洞川

蟠洞川

蟠洞川

揖
保
川

揖
保
川

中
川
中
川

揖
保
川

中
川

始点

上川原

上余部

下余部

（吉福）（吉福）（吉福）

（中島）（中島）（中島）

（沖代）（沖代）（沖代）

（米田）（米田）（米田）

（高田）（高田）（高田）

（福井）（福井）（福井）

（津市場）（津市場）（津市場）

（垣内西）（垣内西）（垣内西）

（興浜）（興浜）（興浜）

（浜田）（浜田）（浜田）

林松寺林松寺林松寺

西芝引込線跡西芝引込線跡西芝引込線跡

八十大橋八十大橋八十大橋

津市場津市場
火揚場跡火揚場跡
津市場
火揚場跡

神姫バス神姫バス
下余部下余部
神姫バス
下余部

終点

蟠
洞
川

蟠
洞
川

蟠
洞
川

二神社二神社二神社⑫

八
枚
橋
跡

八
枚
橋
跡

八
枚
橋
跡

⑬

室街道室街道室街道⑭

室街道室街道室街道

八十の渡し八十の渡し
推定地推定地
八十の渡し
推定地

⑮

⑯
⑰

⑱

白川白川
大明神大明神
白川
大明神

旧八木家住宅旧八木家住宅
（徳栄寺こども園）（徳栄寺こども園）
旧八木家住宅

（徳栄寺こども園）

徳栄寺徳栄寺徳栄寺

⑨

⑩

⑪

揖保石見神社揖保石見神社揖保石見神社

０

旧勝旧勝
千本松跡千本松跡
旧勝
千本松跡

余部自然公園余部自然公園
水辺の郷水辺の郷
余部自然公園
水辺の郷

⑦三神社 ⑧旧勝千本松跡

⑩旧八木家住宅

⑫二神社⑪徳栄寺

⑨白川大明神

文化財をたずねて
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